
資 料 9

森林認証の取得と森林認証審査における指摘について

網走西部流域の国有林 (網走西部森林管理署及び西紋別支署管内の19万ha)について、

昨年 12月 に森林認証を取得したところ。しかしながら、絶減の恐れのある野生生物種

、  の 保護について、職員や業者に対する教育・訓練の実施など審査機関から生物多様性に

関して弱点等が指摘され、改善が求められた。

育己

SGEC森 林認証審査報告書 (H19.12.25)抜粋

審査機関 :日本森林技術協会

<指 摘事項>
*弱点1

対象森林に生息 ・生育する可能性のある希少種をリストアップし、当該種の識別法、伐

採、道路開設時の事前 ・事後の確認等保護対策を定め、実施する必要がある。
・希少種のリストアウプ、当該種の識別法 :認証取得後1年目の管理審査の際確認。
・保護対策 :認証取得後2年目の管理審査の際に確認。
・対策の定着状況 :認証取得後3年目の管理審査の際に確認。

*弱点 2

レッドデータブックをもとに、対象種の写真等を記載したガイドブックを、作成し、職‐
員、請負業者等に配布し、研修等を行つて定着させる必要がある。
・認証取得後1年目の管理審査の際確認。

*号弓採ヨ3

絶減の恐れのある野生生物種の保護について、職員、請負業者に対する教育 ・訓練を継

続して実施し、知見の向上に努めること。
・認証取得後 1年 目の管理審査の際に確認。

*局弓ギ三4

生物多様性保全、希少種の保護、モニタリング等新たな取組みは緒についたところであ

り、今後、継続した教育 ・訓線が必要である。
・認証取得後1年目の管理審査の際確認。

*号弓採ヨ5

チェックシステム、生態系モニタリングを着実に実施すること。
・チェックシステムの定着 :認証取得1年目の管理審査の際確認。
・生態系モニタリング内容の決定 :取得後 1年 目の管理審査の際確認。
・モニタリングの実施 :取得後 2年 目の管理審査の際確認。

*懸念1

自然維持タイプや国主保全タイプの森林が全体の34%、 65,048ha区分されていることか

ら、ここに言う重要な構成要素については、これら機能分類区分に含まれ、保全されるも

のと考えるがt重 要な要素についての調査が望まれる。
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レスリリー

網走西部流域における民有林 ヨ国有林が連携した
森林認証の取得

一 日本最大の森林認証を活かした地域活性化ヘ ー

平成 19年 12月 26日 |&網 庭西部流域で大きな森林面積を占める、国有林 椰頚翌硝嘩 展び同西紋

周U支署管内)と道有林 椰顕翌賠唖 において、森林認証 G6EC言 蕊Dを 取得した 専門の審査機関による

現地調査及ぴ番査を経て、12月 25日 に開催された 的 認証会議 (SGEC)轄 杏香員会の議を経て認

証されたものである

団湘既で|よ平成 16勾 委殉ら`地元F制琳寸と林業・本維麟穿詢ヒ体となって私有榔筋調幡嗣正□‖財頼鷹 呟 森

林整備を推進するととも|二地域産材のプランド化を高めて、地域経済の活性化を図る先駆的な取組を進めている。

これら地域主導の錦調的な取り組みを加速するたぬ 坂 道有林・国有林が連携じて申請じていたもの

今回の認証により、同流域で筋離防調悶よ台計約29万 ヘクタ=ル となつた こ倒よ3れまでに認証された全国

の合計面積
`G絢
61万 ヘクタール (H18年 末集計))の 半分に相当する静冊こあたり、日帥 構破 リ

アが形成された事になる    ・

銘 地域の関係者が結集吹 調証森林から供給される認証材を住宅資材等に活用した地材地消の推進などによ

る地域の活性化や、嚇 植勧散朋G佳に向けた具体的な取組を検討する予定である

■ 網走西部流域
紋別市、雄耐町、滝上町、興部町、側 除よ
遠軽町、測剛臥 鯛 」町

■ 却

醐 :(綱日フ臨赫踊蹴絵

画朝本:(民か本印

■S G E C森 林認証面積

H18々 離難末

まで

H19毎

問しヽ合わせ先 |】掛獣罫痛帥 計画課  舘 くだて)d011‐622-5241

◎ 緑 の循環認証会議 「公開フオーラムh北海道」
｀
(仮称)開 催のお知らせ

■開催予定日時 :平成20年 5月 20日  13:00～

■開催予定場所 :ガ開鍵卦辞等術交流会館J磯

■趣旨 :『緑の循環』認証材住宅の拡大・普及を進め、森林資源の循環利用を推進し、地域の清性化の起爆剤に

するもの。

■主催者 :「緑の循環」認証会議

網走西部流域

認証森林29万ヘクター′げ

観証森林面積 2 9 3 千h a

同― ― に占める

綱証森林の割合 77%
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